



The Analytical Framework of Social Distance and Reverse Social Distance :
For the Quantitative Research on the Attitude of Migrants toward the Host

















































































































（The Concept of Social Distance）』において、社会的距
離を「空間的距離よりもむしろ人間の感情に適用される











の度合い」と定義し（Owen, Eisner & McFaul，１９８１）、







































































































































り、７７％が比較的流暢な英語力（good command of the
English language）を有しているが、フィリピノ語がで
きると回答したのは、わずか２４．４％であった。回答者の
































































年齢（１４－７４） Mean（S.D．） ３４．０ （１５．７）
性別 （１）女性 ４７ ６３．５















































































年齢（１４－７４） r －０．２８ ＊
性別（女性） t ０．２２ N.S.
婚姻状況（配偶者ありもしくは同棲している） t ０．６６ ***
教育達成度 r －０．５３ N.S.
言語能力（英語） r ０．４２ **








１か月の平均支出 r －０．３５ **
フィリピンにおける滞在期間 r －０．２５ ＊
日本以外での総滞在期間 r －０．３０ ＊
ソーシャルネットワーク
一人もしくはそれ以上の親友がいる（yes） t ０．７２ N.S.
近隣に親友がいる（yes） t ０．１１ **
日本人の親友がいる（yes） t １．２５ N.S.
フィリピン人の親友がいる（yes） t ５．９２ N.S.
伝統的信念
妻は夫の家の墓に入るのがよい（同意） t ０．１１ N.S.
先祖伝来の家や土地は大切に守っていくのがよい（同意） t ０．２１ N.S.
年老いた親の面倒は家族がみるのがよい（同意） t ０．５２ ＊
結婚せずに一人で暮らす生き方があってもよい（同意） t ０．７２ N.S.
Statistical analyses : r = Pearson correlation test ; t = t−test ; a = analysis of variance（ANOVA）










日本人 １ ５．７２ ２．１ ７．００
アメリカ人 ２ ４．３４ ２．５ ５．００
韓国人 ３ ４．２４ ２．７ ５．００
フィリピン人 ４ ４．１５ ２．３ ５．００
フランス人 ５ ４．０９ ２．７ ５．００
中国人 ６ ４．０３ ２．４ ５．００
ロシア人 ７ ３．６１ ２．７ ４．００
メキシコ人 ８ ３．５０ ２．６ ４．００
モロッコ人 ９ ３．３４ ２．６ ３．００
エチオピア人 １０ ３．２７ ２．６ ３．００
インド人 １１ ３．２３ ２．６ ３．００









































































（Theory of Marginal Man）等がある。その中でも特に、
（１）（２）の理論について見ていきたい。Heydari
（１９８８）は、彼の博士論文である“An empirical test of two
conceptual models concerning American students’ social










































































































































































verse Social Distance Scale）がある。
逆社会的距離概念と逆社会的距離尺度の可能性
逆社会的距離尺度（Reverse Social Distance Scale）は
M. Y．リーと M. C．レイと S. G．サップによって考案
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